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●
目
次

ま
え
が
き

第
一
章　

序
論

第
一
部　

文
化
と
歴
史

　
　
　
〈
解
説
〉

第
二
章　

フ
メ
イ

第
三
章　

香
港
の
経
済
社
会
史
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
九
七
）

第
四
章　

フ
メ
イ
の
香
港
進
出　

第
二
部　

文
化
か
ら
権
力
へ
│
│
媒
介
と
し
て
の
経
営
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
〈
解
説
〉

第
五
章　

経
営
支
配
の
物
質
的
基
礎

第
六
章　

経
験
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス

　
　
　
　

と
経
営
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

第
三
部　

文
化
と
個
人

　
　
　
〈
解
説
〉

第
七
章　

フ
メ
イ
香
港
の
日
本
人
社
員
間
の
関
係

第
八
章　

日
本
人
社
員
と
現
地
人
社
員
と
の
関
係

第
九
章　

現
地
人
社
員
間
の
関
係

第
十
章　

オ
ー
プ
ン
・
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
結
論

　
　

王
向
華
氏
の
新
た
な
著
書
に
よ
せ
て　
　
　
　
　
　
（
瀬
川
昌
久
）

　
　
「
社
会
現
象
」
と
し
て
の
フ
メ
イ
と
い
う
可
能
性 　
　
（
河
口
充
勇
）

　
　

コ
メ
ン
ト                   　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
芹
澤
知
広
）

　
　

著
者
か
ら
の
返
答
（
王
向
華
）

あ
と
が
き

引
用
文
献
（
日
文
・
英
文
・
中
文
）・
索
引

●
現
地
社
員
と
し
て
日
系
企
業
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
経
営
風
土
や
日
本
人
社
員
の
仕
事
ぶ
り

を
追
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
「
民
族
誌
」。
異
文
化
に
お
け
る
カ
イ
シ
ャ

0

0

0

0

と
シ
ャ
イ
ン

0

0

0

0

を
克
明
に
描
く
。

　

本
著
は
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
フ
メ
イ
香
港
社
に

お
け
る
日
本
人
社
員
と
現
地
人
社
員
の
間
の
人
間
関
係
、
な
ら
び
に
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
で
あ
る
。
こ
の
人
間
関
係

と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
衝
突
、
人
為
的
操
作
や
友
情
関
係
な
ど
も
含

ま
れ
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
一
つ
に
集

約
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
…
…
フ
メ
イ
は
当
初
、
日
本

の
地
方
ス
ー
パ
ー
で
あ
り
、
香
港
に
進
出
し
た
の
は
一
九
八
四
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
十
三
年
の
間
に
フ
メ
イ
は
マ
カ
オ
に
一
店
舗
、

そ
し
て
香
港
に
九
店
舗
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
に
倒

産
の
憂
き
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

…
…
本
著
は
、J apanese Bosses, C

hinese W
orkers: Pow

er and 
C

ontrol in a H
ong Kong M

egastore 

﹇1999

﹈
の
自
己
批
判
な
ら
び
に

大
幅
な
修
正
で
あ
る
。

　

第
一
部
は
、
三
つ
の
章
か
ら
な
り
、
フ
メ
イ
の
歴
史
、
香
港
の
経
済

社
会
史
、
そ
し
て
、
フ
メ
イ
の
香
港
進
出
過
程
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論

じ
る
。
そ
の
内
の
香
港
の
経
済
社
会
史
に
関
す
る
章
は
、
本
書
の
た
め

に
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
、
他
の
二
章
も
大
幅
に
修
正
さ
れ
て

い
る
。
第
二
部
の
二
つ
の
章
は
、
経
営
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
そ
れ
に
と
も

な
う
強
制
的
権
力
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
権
力
と
い
う
二
種
類
の
権
力

が
如
何
に
招
来
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
三

部
の
三
つ
の
章
は
、
日
本
人
社
員
の
間
の
人
間
関
係
、
日
本
人
社
員
と

現
地
人
社
員
と
の
間
の
人
間
関
係
、
現
地
人
社
員
の
間
の
人
間
関
係
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
書
の
三
つ
の
部
す
べ
て
に
新
た
に

解
説
を
付
け
加
え
、
各
章
の
記
述
に
確
固
と
し
た
方
向
性
を
与
え
る
た

め
の
理
論
的
枠
組
み
を
提
示
す
る
よ
う
心
が
け
た
。

　

本
書
は
、
筆
者
と
瀬
川
昌
久
氏
、
芹
澤
知
広
氏
、
河
口
充
勇
氏
ら
ネ

イ
テ
ィ
ブ
人
類
学
者
と
の
、
ク
ワ
ヤ
マ
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
「
オ
ー

プ
ン
・
テ
ク
ス
ト
」
と
し
て
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
り
、
筆
者
は
日
本
社
会
と
香
港
社
会
の
双
方
に
詳
し
い
こ
の
三
人
の

学
者
に
依
頼
し
て
、
本
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

彼
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
、
筆
者
の
彼
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
応
答
と
と

も
に
本
書
の
結
論
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら

は
、
本
書
最
終
部
分
の
共
著
者
で
あ
る
。　
　
　
（
著
者
ま
え
が
き
よ
り
）


